2018年度関東支部幹事会議事録
日　時　2019年1月8日（火）13時30分～15時00分
場　所　秋葉原ダイビル18階、㈱日立製作所大会議室
出席者　望月 支部長・内山、鈴木、藤浪、早下 各副支部長・安田、坂本 各監事・会田、岩崎、上野、梅林、大橋、勝田、川原、桑原、敷野、四宮、東海林、菅原、谷合、津越、豊田、山本、吉田、本田 各常任幹事・青木、大塚、鈴木、菅沼、鈴木、高橋、丹羽、野元、蛭田、南、村岡、森岡 各幹事・中込支部担当理事・田中事務局（以上38名）

議事に先立ち全員の自己紹介を行った。 望月支部長の司会で開会し、次の協議を行った。

1. 第3回常任幹事会議事録の確認〔望月支部長〕別紙１
　　2018年11月8日(木)の第3回常任幹事会議事録を確認し、承認された。
2. 2018年度事業中間報告〔早下副支部長〕別紙2、支部ニュース Vol. 29　
　事業中間報告の説明があった。一部記載漏れしている事業(若手の会講演会)を確認・追加して、承認された。
3. 2018年度会計中間報告〔鈴木副支部長〕別紙3
　　会計中間報告の説明があり、承認された。講習会の予算は順調に推移しており問題はない。次回の決算時に、昨年11月の3コースと2月の機器分析講習会を組み込んで報告する予定である。4コースは開催が4月の為、次年度の事業となる。会議費・懇親会費・賃借料などについて質疑応答があった。また若手の会セミナーの会計報告では、当期経常増減額のマイナス分も含め、追加増額が了承された。
次回の幹事会までに、各講習会、地区部会等の行事ごとの予算一覧表を作成する予定である。
4. 2019年事業計画案〔早下副支部長〕別紙４
　　事業計画案の説明があり、承認された。ほぼ例年通りであるが、3コースは現在内容を検討中である。また山梨地区交流会が3月に開催する予定で 2019年度の事業予算に組み込む。また第 59 回機器分析講習会4 コースは2019年4月に開催のため、次年度の事業計画に組み込んでいる。(第60回機器分析講習会4コースも 2020年 4月を予定していただきたいと打診中)
5. 2019年度予算案〔鈴木副支部長〕別紙5
　　予算案の説明があった。3コースは開催自体も検討中のため、予算収入を0とした。その他、今年度の実績をもとに一部修正(会議費・講習会収入など)をして、予算案は承認された。

6. 2019年度支部役員候補者推薦〔望月支部長〕別紙6
　　支部役員候補者について説明があった。次々期支部長の内山先生が次期会長として、総会で承認される予定となったことにより、藤浪先生が次々期支部長に繰り上げられることが承認された。更に、本部理事会の次期関東支部担当理事として、藤浪先生が就任されることが承認された。
これに伴い、藤浪副支部長から東邦大学理学部平山直紀先生と日本女子大学理学部生物物質科学科佐藤香枝先生の2人を常任幹事に追加することが提案され了承された。支部役員候補者推薦案は、変更された部分を含め、承認された。
常任幹事の役割分担については 3月引き継ぎ幹事会で報告される。今後、承諾の可否や所属の変更などに応じて必要となる修正は、支部長・支部役員に一任されることが了承された。

7. 若手セミナー報告　[豊田常任幹事］別紙7、支部ニュース
　　2018年11月22日(木)東大生産技術研究所東大駒場リサーチキャンパスにおいて、平成30年度日本分析化学会関東支部若手セミナー『今さら人に聞けない分析化学の基礎』が開催され、望月支部長も参加した。（参加者43名、講演3 件）
8. 第15回茨城地区分析技術交流会報告〔大橋常任幹事〕別紙8、要旨集
2018年12月7日(金)茨城大学水戸キャンパスにおいて技術交流会が開催された。（参加者112名、情報交換会出席者83名、講演3件、ポスター発表22件、協賛企業14社）望月支部長名で、一般ポスター賞 1 人、学生ポスター賞3 人が表彰された。
次年度は山口央先生(茨木大)を代表幹事として開催予定である。

9. 分析基礎実習講座Ｂコース報告 〔敷野常任幹事〕別紙9
　　2月14日(木)・15日(金)、㈱パーキンエルマージャパンにおいて開催される。現段階で定員（36 人）中、申込者は17名である。

10. 機器分析講習会（4コース）報告〔鈴木副支部長〕別紙10
　　4月18日(木)・19日(金)、日立ハイテクサイエンス　サイエンスソリューションラボ東京において開催される。現段階で定員36名中、申込者は約9名である。

11. その他
1) 2018年度関東支部新世紀賞・新人賞受賞者〔望月支部長〕別紙11
　　　学会賞等候補者推薦委員会で決定された新世紀賞、新世紀新人賞が報告された。新世紀賞は、豊田太郎氏（東京大）、長瀬健一氏（慶應大薬学部）、新世紀新人賞は、岡村浩之氏（日本原子力研究開発機構）、土戸優志(理化学研究所)であった。
会議終了後、受賞講演および授賞式が開催された。

2) 理事会報告〔中込参与〕別紙12
　　　分析化学会で開催されている講習会一覧表を作成したので、参考にしていただきたいとのこと。また、年会・討論会の予定スケジュール案が掲示されたので、これらに対応した支部の運営が必要になる。

3) 山梨地区交流会〔桑原常任幹事〕別紙13

　　　平成 31 年 3 月 4 日に山梨大学甲府キャンパス　大村智記念学術館で行われることが報告された。

4) 第68年会　〔藤浪副支部長〕別紙14

　準備の進捗状況の説明があった。シンポジウムがほぼ決まり、日程表に則った準備を進めている。また、実行委員会名簿も整備され、多くの支部幹事・常任幹事が年会実行委員会に入っている。改めて関東支部への御協力の要請があった。

　今回の年会の変更点として、参加登録費が大幅に増額されることと、要旨集が1 講演あたりA4 1 ページとなることが挙げられた。

5) その他 特になし。

次回の関東支部引継ぎ幹事会は3月13日（水）に、慶應義塾大学芝共立キャンパスで開催する。終了後懇親会も予定している。

以上
